
実験結果を基に分析・解釈し「光合成で二酸化炭素が使われる」という結論を見いだすことが

できるかどうかをみる。

＜主な視点＞「分析・解釈」

基礎的・基本的な知識・技能を活用して，観察・実験の結果などを分析し解釈することが

できるかを問う。

第２分野 （１） 植物の生活と種類

身近な植物などについての観察，実験を通して，生物の調べ方の基礎を身に付けさせるとと

２ （２） 実験結果から考察する 通過率 20.0％

試験管Ａ，Ｂの両方の実験結果をもとに言えることは何ですか。最も適切なものを次の（ア）

～（エ）の中から１つ選び，その記号を書きなさい。

（ア）タンポポの葉によって酸素が増加し，二酸化炭素が減少した。

（イ）タンポポの葉によって二酸化炭素が増加し，酸素が減少した。

（ウ）タンポポの葉によって二酸化炭素が減少した。

（エ）タンポポの葉によって酸素が増加した。

（正答）（ウ）

＜参考＞

【目 的】 光合成で二酸化炭素が使われることを確かめる

【準備物】 試験管（２本），ゴム栓（２個），試験管立て，ストロー

（２本），石灰水，保護眼鏡（安全眼鏡）

【方 法】 ①図１のようにタンポポの葉を１枚入れた試験管Ａと葉

を入れていない試験管Ｂの両方に息をふきこみ，ゴム

両方に息をふきこみ，ゴム３０分間光を当てる。

②光を当てた後，図２のようにそれぞれの試験管に石灰

水を少し入れ，ゴム栓をしてよく振って石灰水の変化

を調べる。

【結 果】 石灰水は次のようになった。

試験管Ａ：変化しなかった。

試験管Ｂ：白くにごった。

図１

図２

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

問題の趣旨

学習指導要領における領域・内容



もに，植物の体のつくりと働きを理解させ，植物の生活と種類についての認識を深める。

イ 植物の体のつくりと働き （イ） 葉・茎・根のつくりと働き

いろいろな植物の葉，茎，根のつくりの観察を行い，その観察記録に基づいて，葉，茎，

根のつくりの基本的な特徴を見いだすとともに，それらを光合成，呼吸，蒸散に関する実

験結果と関連付けて捉えること。

主な解答例 割合（％）

× （ア） と解答しているもの 58.8

× （イ） と解答しているもの 14.3

○ （ウ） と解答しているもの 20.0

× （エ） と解答しているもの 5.7

○ 観察・実験の結果などを分析し解釈すること。

○ 知識として知っていることと，実験を基に検証されることとを区別して考察すること。

○ 観察・実験を行う際には，何を検証するための観察・実験かという目的と関連させて予想

や仮説を立てさせ，実施してみましょう。

○ 小学校で学んだ既習の実験等と比較させながら考察させましょう。例えば，次のような指

導が考えられます。

・ 小学校第６学年で学習した，気体検知管を使用して「植物は日光が当たると二酸化炭素

を取り入れ，酸素を出すこと」を確かめる実験を取り上げ，酸素の増減を結論として導き

出させます。この小学校での実験と本実験を比較させ，その違いは何かを考察させること

で，二つの実験でいえることは何かということについて考えさせましょう。

○ 興味・関心が高い生徒は，高度な知識や，教科書では扱わないような知識を知っているこ

とが考えられるので，観察・実験の結果を基に考察するとき，観察・実験の結果からいえる

ことと，そうでないことを区別することを指導してみましょう。

主な解答例

課 題

指導のポイント

実験結果から分か

ることと，分からな

いことを区別して

みようよ。

この結論は，実験結果か

ら，いえることかなあ？



実験の目的と関連付けて実験結果を分析・解釈し結論を見いだすことができるかどうかをみる。

＜主な視点＞「分析・解釈」

基礎的・基本的な知識・技能を活用して，観察・実験の結果などを分析し解釈することが

できるかを問う。

６ （３） 実験結果から考察し結論を見いだす 通過率 21.0％

けんじさんとくみさんは，

先生から教わった実験を行い，

結果を右の表のようにまとめ

ました。この表をもとに，物

体にはたらく浮力の大きさは

何によって決まるのか結論を

書きなさい。

（正答例）物体にはたらく浮力の大きさは，水の中に入った物体の体積の大きさによって決まる。

＜参考＞

けんじさんは自分の考えた実験を，くみさんは正しく修正された実験を行いました。その結果，浮力

の大きさは，物体の「深さ」・「重さ」のいずれを変えても変化しないことがわかりました。困った２人は，

先生から次のような実験を教わりました。

先 生：同じ種類のプラスチックケースに

同じ分銅を入れて密閉したものを

２つ用意し，図３のように連結し

ます。これを図４のように，水中

にプラスチックケースを１個分入

れたときと，２個分入れたときと

では，水中の物体の体積がちがい

ますね。このときの浮力の大きさ

を比較するとどうなるでしょうか。

水中のプラスチック
ケースの個数（個）

０ １ ２

ばねばかりのめもり（ｇ） ９４ ５４ １３

浮力の大きさ（Ｎ） ０ ０.４０ ０.８１

図３

図４

問題の趣旨



第１分野 （１）身近な物理現象

身近な事物・現象についての観察，実験を通して，光や音の規則性，力の性質について理解

させるとともに，これらの事物・現象を日常生活や社会と関連付けて科学的にみる見方や考え

方を養う。

イ 力と圧力 （イ） 圧力

圧力についての実験を行い，圧力は力の大きさと面積に関係があることを見いだすこと。

また，水圧や大気圧の実験を行い，その結果を水や空気の重さと関連付けて捉えること。

主な解答例 割合（％）

○
物体にはたらく浮力の大きさは，水の中に入った物体の体積の大きさに

よって決まる。
9.0

△
「浮力の大きさは」という「何が」について記述されていない。

例：水の中に入った物体の体積の大きさで決まる。
4.6

△
一般化されず，本実験で使ったプラスチックケースで記述されている。

例：水中のプラスチックケースの個数（体積）で決まる。
7.4

×
物体の体積（体積）で決まる。プラスチックケース（の個数）で決まる。

（「水の中に入った」の条件がない。）
9.2

－ 無解答 25.5

○ 基礎的・基本的な知識・技能を活用し，観察・実験の結果などを分析し解釈すること。

○ 実験の意味と結果をまとめた表の意味を理解すること。

○ 考察には何を書けばよいかを理解すること。

○ 実験の目的が意識されていないこと。

○ 観察・実験の目的を意識させましょう。例えば，次のような指導が考えられます。

・ 本授業の学習課題に対して，「この実験で何を検証するのか？」ということを確認した上

で，仮説を立てさせてから観察・実験を行わせましょう。

・ 観察・実験の考察において，「この実験は何を目的としていたか」，そのために「どのよう

な実験を行ったのか」を考えさせましょう。

・ 観察・実験の考察には，「実験の目的に対する答え」を示す必要があることに気付かせま

しょう。

○ 考察において，１問１答の形式で記述させるだけでなく，実験結果を分析して結論を導き出

すまでを自分の言葉で表現させるような学習を，段階的に設定してみましょう。

学習指導要領における領域・内容

主な解答例

課 題

指導のポイント



８ （１） 地層の広がり方 通過率 13.2％

図１の面Ｓを正面から見たとき，「赤色の寒天」の層はどのように見えると考えられますか。次の

ア～エの中から１つ選び，その記号を書きなさい。

（正答） ア

＜参考＞



地層を空間的にとらえ，離れた地点の層を対比し，層の広がり方を見いだすことができるかどうかをみる。

＜主な視点＞「分析・解釈」

基礎的・基本的な知識・技能を活用して，観察・実験の結果などを分析し解釈することが

できるかを問う。

第２分野 （２）大地の成り立ちと変化

大地の活動の様子や身近な岩石，地層，地形などの観察を通して，地表に見られる様々な事

物・現象を大地の変化と関連付けて理解させ，大地の変化についての認識を深める。

イ 地層の重なりと過去の様子 （ア） 地層の重なりと過去の様子

野外観察などを行い，観察記録を基に，地層のでき方を考察し，重なり方や広がり方に

ついての規則性を見いだすとともに，地層とその中の化石を手掛かりとして過去の環境と

地質年代を推定すること。

主な解答例 割合（％）

○ ア と解答しているもの 13.2

× イ と解答しているもの 23.7

× ウ と解答しているもの 47.2

× エ と解答しているもの 8.6

○ 地層を立体的に捉え，複数の離れた地点の層を対比し，層の広がり方を見いだすこと。

○ 情報を基に地層を立体的に認識し，その広がり方を推測すること。

○ 地層の広がりを立体的に捉えさせましょう。例えば，次のような指導が考えられます。

・ 露頭の観察が難しい場合は，スケッチや柱状図を基に，そこから，立体的にその地域の

地層を再現したり，ボーリング調査の試料やその結果の試料をつなぎ合わせて地下の地層

のつながりを考察させたりしてみましょう。

・ 寒天によるモデル地層や立体模型等，三次元の教材を基に学習を展開してみましょう。

問題の趣旨

主な解答例

課 題

指導のポイント

学習指導要領における領域・内容


